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2025 年８ 月 28 日 

各 位 

 

会 社 名 株式会社芝浦電子  

代 表 者 名 代表取締役社長社長執行役員 葛西 晃 

（ コ ード 番号 ６ ９ ５ ７  東証スタ ンダード 市場）   

問 合 せ 先 執行役員経営管理部長 星ノ 谷 行秀 

電 話 番 号 ０ ４ ８ －６ １ ５ －４ ０ ０ ０   

 

（ 変更） 2025 年５ 月１ 日付「 ミ ネベアミ ツミ 株式会社によ る 当社株式に対する 公開買付けに関する  

賛同の意見表明及び応募推奨のお知ら せ」 の一部変更に関する お知ら せ 

 

当社が 2025 年５ 月１ 日付で公表いたし まし た「 ミ ネベアミ ツミ 株式会社によ る 当社株式に対する 公開買付

けに関する賛同の意見表明及び応募推奨のお知ら せ」（ その後の変更及び訂正を含みます。） について、 一部変

更すべき 事項があり まし た（ 以下「 本変更」 と いいます。） ので、 下記のと おり お知ら せいたし ます。  

 

ミ ネベアミ ツミ 株式会社（ 以下「 ミ ネベアミ ツミ 」 と いいます。） が公表し た本日付「（ 変更）「 株式会社芝

浦電子（ 証券コ ード ： 6957） に対する公開買付けの開始に関する お知ら せ」 の変更に関する お知ら せ」 に記載

のと おり 、 ミ ネベアミ ツミ が 2025 年５ 月２ 日よ り 開始し ており ます当社の普通株式（ 以下「 当社株式」 と い

います。） に対する 金融商品取引法（ 昭和 23 年法律第 25 号。 その後の改正を含みます。 以下「 法」 と いいま

す。） に基づく 公開買付け（ 以下「 ミ ネベアミ ツミ 公開買付け」 と いいます。） に関し て、 YAGEO El ect roni cs 

Japan 合同会社（ 以下「 YAGEO El ectroni cs Japan」 と いいます。） が、 YAGEO El ectroni cs Japan が実施し て

いる 当社株式に対する 公開買付け（ 以下「 YAGEO 公開買付け」 と いいます。） における 買付け等の価格（ 以下

「 YAGEO公開買付価格」 と いいます。） を、 2025 年８ 月 21 日付で 6, 635 円へと 、 2025 年８ 月 23 日付で 7, 130

円へと 変更する こ と を決定し ており 、 2025 年８ 月 27 日付で、 外国為替及び外国貿易法（ 以下「 外為法」 と い

います。） 上の承認について、 遅く と も 同年９ 月 10 日までに取得でき る 見込みである 旨を公表し ていると こ ろ、

ミ ネベアミ ツミ は、 2025 年８ 月 21 日以降はミ ネベアミ ツミ 公開買付けの買付け等の価格（ 以下「 ミ ネベアミ

ツミ 公開買付価格」 と いいます。） と YAGEO公開買付価格が同額である か否かと いう 点につき、 法第 27 条の８

第２ 項に基づき 、 当社株主の皆様に対する 十分な情報提供を行う ため、 2025 年８ 月 28 日付で公開買付届出書

の訂正届出書を提出する こ と と し たと のこ と です。 当該訂正届出書の提出に伴い、 金融商品取引法施行令（ 昭

和40年政令第321号。 その後の改正を含みます。 以下「 令」 と いいます。） 第13条第２ 項第２ 号イ に基づき、

2025 年８ 月 28 日付で、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けの買付け等の期間（ 以下「 ミ ネベアミ ツミ 公開買付期間」

と いいます。） は、 2025 年９ 月 11 日まで延長さ れ、 合計 91 営業日と なったと のこ と です。  

 

本変更は、 上記決定に伴い、 生じ たも のと なり ます。 なお、 変更箇所には下線を付し ており ます。  

 

記 

 

３ ． ミ ネベアミ ツミ 公開買付けに関する意見の内容、 根拠及び理由 

（ ２ ） ミ ネベアミ ツミ 公開買付けに関する 意見の根拠及び理由 

② ミ ネベアミ ツミ がミ ネベアミ ツミ 公開買付けの実施を決定する に至った背景、 目的及び意思決定の

過程 

 

（ 訂正前）  

＜前略＞ 

6, 200 円と いう ミ ネベアミ ツミ 公開買付価格は、 YAGEO公開買付価格と 同額であるこ と 、 2025 年８ 月

１ 日付で YAGEO公開買付けに係る 外為法上の待機期間が同年９ 月１ 日まで再延長さ れたこ と が反映さ れ
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た同年８ 月４ 日以降の当社株式の市場株価は上回っている こ と 、 特に、 ミ ネベアミ ツミ がミ ネベアミ ツ

ミ 公開買付価格を 6, 200 円に引き 上げるこ と を決定し たこ と に伴い提出し た公開買付届出書の訂正届出

書の提出日の前営業日である 2025 年８ 月 13 日の当社株式の東京証券取引所スタ ンダード 市場における

当社株式の終値は 5, 860 円であり 、 それに対し て 5. 80％のプレミ アムを加えた価格である こ と 、 さ ら

に、 YAGEO 公開買付けには上記のと おり 実現可能性に重大な疑義が生じ ている一方、 ミ ネベアミ ツミ 公

開買付けにおいて追加で充足すべき 前提条件又は株券等の取得に関する許可等は存在し ないこ と から 、

ミ ネベアミ ツミ 公開買付けの実現可能性に関し て疑義を生じ さ せる 特段の事情はなく 、 当社株主は

6, 200 円と いう ミ ネベアミ ツミ 公開買付価格で少し でも 早期に当社株式を売却する こ と ができるこ と を

勘案すると 、 当社株主にと って十分魅力的な水準であると ミ ネベアミ ツミ は考えている と のこ と です。  

＜中略＞ 

以上を踏まえ、 ミ ネベアミ ツミ は、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けの成立確度を高め、 こ れによ って、 本

応募合意株主を含む売却希望株主に対し 、 当社株式について、 公開買付期間中にミ ネベアミ ツミ 公開買

付けに応募し 、 YAGEO 公開買付けの実現可能性について重大な疑義が生じ ている と 考えら れる現状から

可能な限り 早期に売却する 機会を提供し た上、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けを成立さ せ、 速やかに当社と

シナジー実現に向けた具体的な協議を開始でき る よ う 、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付価格を 5, 500 円から

6, 200 円に引き 上げるこ と を決定し たと のこ と です。 なお、 変更後のミ ネベアミ ツミ 公開買付価格であ

る 6, 200 円は、 ミ ネベアミ ツミ がミ ネベアミ ツミ 公開買付価格を 6, 200 円に引き 上げるこ と を決定し た

こ と に伴い提出し た公開買付届出書の訂正届出書の提出日の前営業日である 2025 年８ 月 13 日の東京証

券取引所スタ ンダード 市場における 当社株式の終値5, 860 円に対し て 5. 80％、 過去１ ヶ 月間の終値の単

純平均値 6, 007 円に対し て 3. 21％、 過去３ ヶ 月間の終値の単純平均値 6, 013 円に対し て 3. 11％、 過去

６ ヶ 月間の終値の単純平均値 5, 472 円に対し て 13. 30％のプレミ アムをそれぞれ加えた価格になると の

こ と です。  

 

（ 訂正後）  

＜前略＞ 

6, 200 円と いう ミ ネベアミ ツミ 公開買付価格は、 2025 年８ 月14 日時点で、 YAGEO公開買付価格と 同額

である こ と 、 2025 年８ 月１ 日付で YAGEO公開買付けに係る 外為法上の待機期間が同年９ 月１ 日まで再延

長さ れたこ と が反映さ れた同年８ 月４ 日以降の当社株式の市場株価は上回っている こ と 、 特に、 ミ ネベ

アミ ツミ がミ ネベアミ ツミ 公開買付価格を 6, 200 円に引き 上げる こ と を決定し たこ と に伴い提出し た公

開買付届出書の訂正届出書の提出日である 2025 年８ 月 14 日の前営業日である 2025 年８ 月 13 日の当社

株式の東京証券取引所ス タ ンダード 市場における 当社株式の終値は 5, 860 円であり 、 それに対し て

5. 80％のプレミ アムを加えた価格であるこ と 、 さ ら に、 YAGEO 公開買付けには上記のと おり 実現可能性

に重大な疑義が生じ ている 一方、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けにおいて追加で充足すべき前提条件又は株

券等の取得に関する 許可等は存在し ないこ と から 、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けの実現可能性に関し て疑

義を生じ さ せる 特段の事情はなく 、 当社株主は 6, 200 円と いう ミ ネベアミ ツミ 公開買付価格で少し でも

早期に当社株式を売却する こ と ができ るこ と を勘案する と 、 当社株主にと って十分魅力的な水準である

と ミ ネベアミ ツミ は考えている と のこ と です。  

＜中略＞ 

以上を踏まえ、 ミ ネベアミ ツミ は、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けの成立確度を高め、 こ れによ って、 本

応募合意株主を含む売却希望株主に対し 、 当社株式について、 公開買付期間中にミ ネベアミ ツミ 公開買

付けに応募し 、 YAGEO 公開買付けの実現可能性について重大な疑義が生じ ている と 考えら れる現状から

可能な限り 早期に売却する 機会を提供し た上、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けを成立さ せ、 速やかに当社と

シナジー実現に向けた具体的な協議を開始でき る よ う 、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付価格を 5, 500 円から

6, 200 円に引き 上げるこ と を決定し たと のこ と です。 なお、 変更後のミ ネベアミ ツミ 公開買付価格であ

る 6, 200 円は、 ミ ネベアミ ツミ がミ ネベアミ ツミ 公開買付価格を 6, 200 円に引き 上げるこ と を決定し た

こ と に伴い提出し た公開買付届出書の訂正届出書の提出日である 2025 年８ 月 14 日の前営業日である

2025 年８ 月 13 日の東京証券取引所スタ ンダード 市場における当社株式の終値 5, 860 円に対し て 5. 80％、
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過去１ ヶ 月間の終値の単純平均値 6, 007 円に対し て 3. 21％、 過去３ ヶ 月間の終値の単純平均値 6, 013 円

に対し て 3. 11％、 過去６ ヶ 月間の終値の単純平均値 5, 472 円に対し て 13. 30％のプレミ アムをそれぞれ

加えた価格になる と のこ と です。  

 

その後、 YAGEO El ectroni cs Japan は、 YAGEO公開買付価格を、 2025 年８ 月 21 日付で 6, 635 円へと 、

2025 年８ 月 23 日付で 7, 130 円へと 変更するこ と を決定し ており 、 2025 年８ 月 27 日付で、 外為法上の

承認について、 遅く と も 同年９ 月 10 日までに取得でき る 見込みである 旨を公表し ている と こ ろ、 ミ ネ

ベアミ ツミ は、 2025 年８ 月 21 日以降はミ ネベアミ ツミ 公開買付価格と YAGEO公開買付価格が同額であ

る か否かと いう 点につき 、 法第 27 条の８ 第２ 項に基づき 、 当社株主の皆様に対する十分な情報提供を

行う ため、 2025 年８ 月 28 日付で公開買付届出書の訂正届出書を提出する こ と と し たと のこ と です。 当

該訂正届出書の提出に伴い、 令第 13 条第２ 項第２ 号イ に基づき 、 2025 年８ 月 28 日付で、 ミ ネベアミ ツ

ミ 公開買付期間は、 2025 年９ 月 11 日まで延長さ れ、 合計 91 営業日と なったと のこ と です。  

なお、 2025 年８ 月 28 日時点では、 ミ ネベアミ ツミ がミ ネベアミ ツミ 公開買付価格を変更する予定は

ないと のこ と です。  

 

（ ６ ） ミ ネベアミ ツミ 公開買付価格の公正性を担保するための措置及び利益相反を回避する ための措置等、 ミ

ネベアミ ツミ 公開買付けの公正性を担保するための措置 

⑧ ミ ネベアミ ツミ 公開買付けの公正性を担保する客観的状況の確保 

 

（ 訂正前）  

ミ ネベアミ ツミ は、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付前提条件の全てが充足さ れ又はミ ネベアミ ツミ によ り 放

棄さ れた場合、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付期間を 81 営業日に設定し ている と こ ろ、 ミ ネベアミ ツミ 公開

買付けに係る 開始予定について公表し た 2025 年４ 月 10 日の翌日から ミ ネベアミ ツミ 公開買付期間の末

日である 2025 年８ 月 28 日までの期間は 95 営業日と なっており 、 法令に定めら れた公開買付けに係る

買付け等の最短期間よ り も 長期に亘っているため、 当社の株主の皆様にミ ネベアミ ツミ 公開買付けに対

する 応募する か否かについて十分な判断機会を確保すると と も に、 当社株式についてミ ネベアミ ツミ 以

外の者にも 対抗的な買付け等を行う か否かについて十分な検討機会を確保できていると 考えている と の

こ と です。 加えて、 YAGEO予告公表プレスリ リ ースを通じ て YAGEO公開買付けの開始予定について公表

さ れた 2025 年２ 月５ 日から 起算すれば、 同日から ミ ネベアミ ツミ 公開買付けのミ ネベアミ ツミ 公開買

付期間の末日である 2025 年８ 月 28 日までの期間はさ ら に長期に亘っているため、 当社の株主の皆様に

と ってミ ネベアミ ツミ 公開買付けの内容を YAGEO公開買付けと 対比し た上でミ ネベアミ ツミ 公開買付け

に対し て応募する か否かに関し て判断する ための機会やミ ネベアミ ツミ 以外の者にと って当社株式に対

する 買付け等を行う か否かに関し て検討するための機会は、 一層十分に確保さ れている と 考えている と

のこ と です。  

＜後略＞ 

 

（ 訂正後）  

ミ ネベアミ ツミ は、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付前提条件の全てが充足さ れ又はミ ネベアミ ツミ によ り 放

棄さ れた場合、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付期間を 91 営業日に設定し ている と こ ろ、 ミ ネベアミ ツミ 公開

買付けに係る 開始予定について公表し た 2025 年４ 月 10 日の翌日から ミ ネベアミ ツミ 公開買付期間の末

日である 2025 年９ 月 11 日までの期間は 105 営業日と なっており 、 法令に定めら れた公開買付けに係る

買付け等の最短期間よ り も 長期に亘っているため、 当社の株主の皆様にミ ネベアミ ツミ 公開買付けに対

する 応募する か否かについて十分な判断機会を確保すると と も に、 当社株式についてミ ネベアミ ツミ 以

外の者にも 対抗的な買付け等を行う か否かについて十分な検討機会を確保できていると 考えている と の

こ と です。 加えて、 YAGEO予告公表プレスリ リ ースを通じ て YAGEO公開買付けの開始予定について公表

さ れた 2025 年２ 月５ 日から 起算すれば、 同日から ミ ネベアミ ツミ 公開買付けのミ ネベアミ ツミ 公開買

付期間の末日である 2025 年９ 月 11 日までの期間はさ ら に長期に亘っているため、 当社の株主の皆様に
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と ってミ ネベアミ ツミ 公開買付けの内容を YAGEO公開買付けと 対比し た上でミ ネベアミ ツミ 公開買付け

に対し て応募する か否かに関し て判断する ための機会やミ ネベアミ ツミ 以外の者にと って当社株式に対

する 買付け等を行う か否かに関し て検討するための機会は、 一層十分に確保さ れている と 考えている と

のこ と です。  

＜後略＞ 

 

以 上 
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【 勧誘規制】  

こ のプレスリ リ ースは、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けを一般に公表する ための記者発表文であり 、 売付けの勧誘を目的と し て作成さ れ

たも のではあり ません。 売付けの申込みをさ れる 際は、 必ずミ ネベアミ ツミ 公開買付けに関する 公開買付説明書を注意深く ご覧いただ

いた上で、 株主ご自身の判断で申込みを行ってく ださ い。 こ のプレスリ リ ース又はこ のプレスリ リ ースの参照書類は、 有価証券に係る

売却の申込み若し く は勧誘、 購入申込みの勧誘に該当する 、 又はその一部を構成する も のではなく 、 こ のプレスリ リ ース（ 若し く はそ

の一部） 又はその配布の事実がミ ネベアミ ツミ 公開買付けに係る いかなる 契約の根拠と なる こ と も なく 、 また、 契約締結に際し てこ れ

ら に依拠する こ と はでき ないも のと し ます。  

 

【 米国規制】  

ミ ネベアミ ツミ 公開買付けは、 日本法で定めら れた手続及び情報開示基準を遵守し て実施さ れますが、 こ れら の手続及び基準は、 米

国における 手続及び情報開示基準と は必ずし も 同じ ではあり ません。 特に米国 1934 年証券取引所法（ Secur i t i es Exchange Act  of  

1934） ( その後の改正を含みます。 以下同じ です。） 第 13 条( e) 項又は第 14 条( d) 項及び同条のも と で定めら れた規則は、 ミ ネベアミ ツ

ミ 公開買付けには適用さ れず、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けはこ れら の手続及び基準に沿ったも のではあり ません。 こ のプレスリ リ ース

及びこ のプレスリ リ ースの参照書類の中に含まれる 財務情報は日本の会計基準に基づいており 、 当該会計基準は、 米国その他の国にお

ける 一般会計原則と 大き く 異なる 可能性があり ます。 また、 公開買付者及び当社は米国外で設立さ れた法人であり 、 その役員の全部又

は一部は米国居住者ではないため、 米国の証券関連法を根拠と し て主張し 得る 権利又は請求を行使する こ と が困難と なる 可能性があり

ます。 また、 米国の証券関連法の違反を根拠と し て、 米国外の法人又は個人に対し て、 米国外の裁判所において法的手続を開始する こ

と ができ ない可能性があり ます。 さ ら に、 米国外の法人及び個人並びに当該法人の子会社及び関係者（ af f i l i ate）（ 以下「 関連者」 と

いいます。） に米国の裁判所の管轄が認めら れる と は限り ません。  

公開買付者、 公開買付者及び当社の各ファ イ ナンシャ ル・ アド バイ ザー及び公開買付代理人（ こ れら の関連者を含みます。） は、 それ

ら の通常の業務の範囲の他、 日本の金融商品取引関連法規制及びその他適用ある法令上許容さ れる 範囲で、 米国 1934 年証券取引所法規

則第 14ｅ －５ 条( ｂ ) の要件に従い、 当社株式を自己又は顧客の勘定で、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けの開始前、 又は公開買付期間中にミ

ネベアミ ツミ 公開買付けによ ら ず買付け等又はそれに向けた行為を行う 可能性があり ます。 そのよ う な買付けは市場取引を通じ た市場

価格、 若し く は市場外での交渉で決定さ れた価格で行われる 可能性があり ます。 そのよ う な買付け等に関する 情報が日本で開示さ れた

場合には、 米国においても 類似の方法によ り 開示が行われます。  

ミ ネベアミ ツミ 公開買付けに関する 全ての手続は、 特段の記載がない限り 、 全て日本語で行われる も のと し ます。 ミ ネベアミ ツミ 公

開買付けに関する 書類の全部又は一部は英語で作成さ れますが、 当該英語の書類と 日本語の書類と の間に齟齬が存し た場合には、 日本

語の書類が優先する も のと し ます。  

こ のプレスリ リ ース及びこ のプレスリ リ ースの参照書類の記載には、 米国 1933 年証券法（ Secur i t i es Act  of  1933）（ その後の改正

を含みます。） 第 27A 条及び米国 1934 年証券取引所法第 21E 条で定義さ れた「 将来に関する 記述」（ f orward-l ooki ng statements）

が含まれています。 既知若し く は未知のリ スク 、 不確実性又はその他の要因によ り 、 実際の結果がこ れら の「 将来に関する 記述」 と し

て明示的又は黙示的に示さ れた内容と 大き く 異なる 可能性があり ます。 公開買付者、 当社又はそれら の関連者は、 こ れら の「 将来に関

する 記述」 と し て明示的又は黙示的に示さ れた結果が達成さ れる こ と を保証する も のではあり ません。 こ のプレスリ リ ース及びこ のプ

レスリ リ ースの参照書類の中の「 将来に関する 記述」 は、 こ のプレスリ リ ースの提出日の時点で公開買付者が有する 情報を基に作成さ

れたも のであり 、 法令又は金融商品取引所規則で義務付けら れている 場合を除き 、 公開買付者、 当社又はそれら の関連者は、 将来の事

象や状況を反映する ために、 その記述を更新又は修正する 義務を負う も のではあり ません。  

 

【 その他の国】  

国又は地域によ っては、 こ のプレスリ リ ースの発表、 発行又は配布に法律上の制限が課さ れている 場合があり ます。 かかる 場合はそ

れら の制限に留意し 、 遵守し てく ださ い。 こ のプレスリ リ ースの発表、 発行又は配布は、 ミ ネベアミ ツミ 公開買付けに関する 株券の買

付け等の申込み又は売付け等の申込みの勧誘をし たこ と にはなら ず、 単に情報と し ての資料配布と みなさ れる も のと し ます。  

 


